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エレクトロニクス事業及びエンタテインメント事業の 

2020 年度営業利益目標の取り下げについて 

 

当社は、この度、2018年５月 22日に発表したエレクトロニクス事業及びエンタテインメント事業の 2020

年度（2020 年４月１日から 2021 年３月 31 日まで）の営業利益目標を取り下げることにしました。 

 

当社グループは長期視点での経営を重視しており、2018 年度から 2020 年度までの３年間の中期経

営計画においては、金融分野を除く連結営業キャッシュフローの３年累計値の目標数値を２兆円以上と

することに加え、継続的に連結株主資本利益率（ROE）を 10%以上の水準とすることを目標として定めて

おります。一方で、各事業の方向性に関して市場の理解の一助になると考え、中期経営計画の最終年

度である、2020 年度の分野別営業利益目標を 2018 年５月に公表いたしました。 

 

しかし、公表した 2020 年度の分野別営業利益目標は、あくまでも将来のある一時点に対する見込み

の情報であるため、各事業の長期的なトレンドや方向性を必ずしも適切に示すことができないこともある

と考えるに至りました。 

 

また、2018 年５月の目標の公表からわずか１年の間にも、各事業を取り巻く環境は大きく変化してお

り、公表した目標数値と実態との間で乖離が生じている分野が出てきています。 

 

このような状況を踏まえ、2018 年５月に公表した目標数値を取り下げるとともに、今後の、中期経営計

画最終年度の分野別営業利益目標の開示を止めることにしました。 

 

なお、中期経営計画の経営指標である、金融分野を除く連結の営業キャッシュフローの３年累計値を

２兆円以上とする目標数値については、現時点では２兆 2,000 億円を上回る見通しです。当該営業

キャッシュフローについては、これからも適宜、進捗をアップデートするとともに、各事業年度の分野別

業績見通しについても引き続き公表してまいります。 

 

以 上 


